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１　

は
じ
め
に

弥
生
各
期
の
実
年
代
へ
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
炭
素
14
法
や

年
輪
年
代
法
の
活
用
に
よ
っ
て
、
新
し
く
科
学
的
な
根
拠
が
与
え
ら

れ
つ
つ
あ
る
。
特
に
、
歴
史
民
俗
博
物
館
（
歴
博
）
が
主
導
す
る

「
弥
生
時
代
遡
上
論（

1
（

」
は
、
次
々
に
発
表
す
る
炭
素
年
代
値
と
共

に
、
考
古
学
界
に
弥
生
年
代
の
再
検
討
の
流
れ
を
も
た
ら
し
、
多
く

の
議
論
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
五
年
末
、
大
貫
静
夫
が
考

古
学
者
の
意
見
を
ま
と
め
た
形
で
、
大
幅
な
遡
上
を
意
義
あ
る
も
の

と
認
め
な
が
ら
「
弥
生
時
代
の
開
始
期
が
前
一
〇
世
紀
ま
で
遡
る
と

は
考
え
ら
れ
ず
、
前
期
末
中
期
初
頭
が
前
三
〇
〇
年
を
大
き
く
超
え

て
、
前
四
〇
〇
年
に
近
づ
く
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
現
状
を
総

括
し
て
い
る（

（
（

。
未
だ
「
科
学
的
な
」
方
法
に
よ
る
年
代
観
が
全
面
的

に
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

筆
者
は
既
に
、
炭
素
14
法
に
つ
い
て
、
暦
年
較
正
の
国
際
基
準

が
、
日
本
の
実
状
に
合
わ
な
い
可
能
性
に
つ
い
て
、
実
例
と
そ
の
理

論
的
な
根
拠
を
挙
げ
て
、
再
検
討
を
迫
っ
て
い
る（

（
（

。
す
な
わ
ち
、
歴

博
自
身
の
年
代
観
に
し
た
が
い
、
歴
博
の
測
定
し
た
炭
素
14
年
代
を

整
理
し
て
み
て
も
、
暦
年
較
正
の
国
際
基
準
か
ら
大
き
く
乖
離
し
て

い
る
デ
ー
タ
が
多
く
、
歴
博
説
は
炭
素
14
法
自
体
の
問
題
と
し
て

も
、
成
立
し
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

実
年
代
の
遡
上
は
、
直
接
的
な
「
科
学
的
手
法
」
と
共
に
、
更
な
る

考
古
学
的
な
積
上
げ
を
必
要
と
し
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
、
注
目
し
た
い
の
が
青
銅
器
の
鉛
同
位
体
比
の
問
題

数
理
考
古
学
・
前
韓
国
国
立
慶
尚
大
学
招
聘
教
授

新あ

ら

い井  

宏ひ
ろ
し

鉛
同
位
体
比
か
ら
見
た

弥
生
期
の
実
年
代
に
関
す
る
一
試
論
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で
あ
る
。
青
銅
器
に
含
ま
れ
る
鉛
の
同
位
体
比
分
析
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
鉛
の
産
地
を
直
接
推
定
す
る
ほ
ど
の
情
報
は
持
た
な
い
が
、

類
似
品
の
グ
ル
ー
プ
化
や
青
銅
器
編
年
と
の
対
応
関
係
を
研
究
す
る

こ
と
に
は
十
分
な
意
味
が
あ
り
、
考
古
学
に
お
け
る
型
式
分
類
と
同

様
に
、
有
効
な
手
法
と
な
り
得
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。

し
か
し
、
一
般
の
考
古
学
研
究
者
に
と
っ
て
、
分
析
値
の
解
析

は
、
な
じ
み
深
い
分
野
と
は
言
え
ず
、
中
国
に
お
け
る
鉛
同
位
体
比

の
研
究
と
の
対
比
も
未
だ
不
十
分
で
、
鉛
同
位
体
比
を
本
格
的
に
活

用
し
た
研
究
は
こ
れ
か
ら
の
段
階
に
あ
る
。

筆
者
は
、
今
ま
で
に
、
鉛
産
地
問
題
に
お
け
る
「
朝
鮮
半
島
説
」

の
誤
り
を
指
摘
し
た
り
、
古
墳
時
代
鏡
の
鉛
同
位
体
比
の
類
似
性
を

通
し
て
、
鋳
造
地
問
題
へ
の
新
た
な
提
案
を
行
っ
て
い
る（

4
（

。
そ
の
過

程
で
、
日
本
と
中
国
・
韓
国
の
古
代
青
銅
器
の
鉛
同
位
体
比
分
析
値

の
ほ
と
ん
ど
全
て
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
持
っ
て
い
る
。

本
報
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
弥
生
時
代
前
期
末
か
ら
中
期
初
頭

の
青
銅
器
に
つ
い
て
、
中
国
の
青
銅
器
の
鉛
同
位
体
比
と
比
較
し
、

実
年
代
と
し
て
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
議
論
し
、
弥
生
時
代
の
実
年

代
論
の
多
様
化
を
図
っ
て
見
た
い
。

２　

鉛
同
位
体
比
の
分
類

考
古
学
に
お
い
て
は
、
土
器
、
青
銅
器
な
ど
、
型
式
の
分
類
と
そ

の
変
遷
過
程
を
精
緻
に
調
べ
、
出
土
層
位
な
ど
を
も
と
に
編
年
を
行

う
の
を
基
本
と
し
て
い
る
。
同
様
に
、
青
銅
器
の
鉛
同
位
体
比
の
研

究
に
お
い
て
も
、
そ
の
分
類
は
研
究
の
基
礎
で
あ
り
重
要
な
役
割
を

持
つ
。
し
か
し
、
分
析
値
が
連
続
的
な
数
値
で
あ
り
、
こ
れ
を
ど
の

よ
う
に
分
類
す
る
か
、
客
観
的
な
基
準
が
あ
る
訳
で
は
な
い
。

従
来
は
、
図
1
に
例
示
す
る
よ
う
に
、
朝
鮮
半
島
産
鉛
（
朝
鮮
半

島
系
の
青
銅
器
の
多
く
が
属
す
る
：
た
だ
し
筆
者
見
解（

4
（

で
は
朝
鮮
半

島
産
説
は
誤
り
で
実
際
は
中
国
産
）、
華
北
産
鉛
（
前
漢
鏡
や
弥
生

後
期
の
青
銅
器
の
大
部
分
が
属
す
る
：
し
か
し
こ
れ
も
筆
者
見
解（

4
（

で

は
華
北
産
に
確
定
し
得
な
い
）、
華
南
産
鉛
（
古
墳
時
代
の
銅
鏡
、

銅
鏃
な
ど
が
属
す
る
：
こ
れ
も
筆
者
見
解（

4
（

で
は
華
南
産
に
確
定
し
得

な
い
）、
日
本
産
鉛
な
ど
と
、
産
地
呼
称
を
使
っ
て
分
類
し
て
い
た

が（
（
（

、
用
語
と
し
て
不
適
切
で
、
こ
の
分
類
で
は
中
国
、
朝
鮮
半
島
を

含
む
東
ア
ジ
ア
の
実
状
に
は
合
わ
な
い
。

そ
の
た
め
、
筆
者
は
、
産
地
と
か
青
銅
器
形
式
、
あ
る
い
は
そ
れ

ら
青
銅
器
が
使
用
さ
れ
て
い
た
時
代
と
は
、
い
っ
た
ん
離
れ
て
、
四

種
類
あ
る
鉛
同
位
体
の
内
、
グ
ラ
フ
表
示
す
る
際
に
、
多
用
さ
れ
て

い
る（07Pb/ （06Pb

（
Ｘ
軸
）
と（08Pb/ （06Pb

（
Ｙ
軸
）
の
二
つ
の

数
値
に
よ
り
、
分
類
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

（07Pb/ （06Pb

と（08Pb/ （06Pb

の
関
係
図
の
一
例
と
し
て
、
中
国

古
代
青
銅
器
と
弥
生
青
銅
器
の
ほ
と
ん
ど
を
網
羅
し
て
作
成
し
た
分

布
を
図
2
に
示
す
。

し
か
し
、
図
2
か
ら
判
る
よ
う
に
、
こ
れ
を
こ
の
ま
ま
X
軸
と
Ｙ

軸
で
分
割
分
類
す
る
と
、
組
合
せ
が
膨
大
に
な
り
、
極
め
て
効
率
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図 1　産地呼称をつけた鉛同位体比の分類図例

図 2　207Pb/206Pb/ と 208Pb/206Pb の関係図の例
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が
悪
い
。
そ
れ
は
、
Ｘ
軸
に
も
Ｙ
軸
に
も
分
母
に（06Pb

の
項
を
含

む
た
め
、
同
一
グ
ル
ー
プ
間
で
は
、
右
肩
上
が
り
の
長
楕
円
状
の
分

布
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
示
が
多
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
宇
宙
・
地
球
科
学
の
分
野
で
鉱
床
生
成
の
時
期
と
の

対
応
を
議
論
す
る
の
に
便
利
だ
か
ら
で
あ
り
、
必
ず
し
も
青
銅
器
や

ガ
ラ
ス
の
鉛
の
差
異
を
表
示
す
る
の
に
優
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
理
論
的
に
は
、
同
位
体
比
に
よ
る
表
示
を
や
め

て
、
新
た
に
各
々
の
鉛
同
位
体
量
を
パ
ー
セ
ン
ト
表
示
に
計
算
し
直

し
て
か
ら
、
分
類
す
る
方
法
が
良
い
と
考
え
る
が
、
そ
れ
で
は
従
来

発
表
さ
れ
て
来
た
分
析
値
を
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
ず
、
実
用
的
と
は

い
え
な
い
。

そ
の
た
め
、
筆
者
は
図
3
に
示
す
よ
う
な
分
類
を
行
う
こ
と
に
し

た
。
グ
ラ
フ
表
示
と
の
関
係
が
明
瞭
で
、
従
来
の
数
値
を
そ
の
ま
ま

利
用
で
き
る
し
、
簡
単
な
数
式
表
示
で
、
分
類
計
算
も
行
え
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
分
類
法
は
、
従
来
の
よ
う
に
「
考
古
学
的
な
類

似
性
」
を
求
め
た
も
の
で
は
な
く
、
単
に
「
分
析
値
の
グ
ル
ー
プ

化
」、
す
な
わ
ち
分
析
値
の
代
替
で
あ
る
。
考
古
学
的
な
類
似
性
を

求
め
る
と
、
必
然
的
に
「
解
釈
」
が
導
入
さ
れ
、
学
説
が
不
安
定
な

状
態
で
は
、
爾
後
、
無
用
な
混
乱
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
る
の

で
、
現
段
階
で
は
そ
れ
を
避
け
た
わ
け
で
あ
る
。

目
的
が
分
析
値
の
代
替
で
あ
る
か
ら
、
あ
ま
り
お
お
ま
か
で
も
、

逆
に
あ
ま
り
細
か
す
ぎ
て
も
使
い
難
い
。
原
理
的
に
は
鉛
同
位
体
比

を
い
っ
た
ん
パ
ー
セ
ン
ト
表
示
し
て
、
そ
れ
を
基
礎
に
し
て
グ
ル
ー

図 3　207Pb/206Pb/ と 208Pb/206Pb のαβ分類図
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プ
化
す
れ
ば
、
複
雑
さ
か
ら
は
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
既
に
同

位
体
比
に
よ
る
表
示
が
一
般
化
し
て
い
る
中
で
は
、
こ
れ
も
混
乱
を

も
た
ら
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
の
選
択
が
図
3
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
図
3
に
お
い
て
、
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
、
Ⅳ
、
Ⅴ
、
Ⅵ
、
Ⅶ

の
分
類
は（07Pb/ （06Pb

（
以
降
α
値
）
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定

義
す
る
。

Ⅰ　
α
値
［（07Pb/ （06Pb

］　0.7800

以
下

Ⅱ　
α
値
［（07Pb/ （06Pb
］　0.7801

～0.8（00

Ⅲ　
α
値
［（07Pb/ （06Pb
］　0.8（01

～0.8（00

Ⅳ　
α
値
［（07Pb/ （06Pb

］　0.8（01

～0.8700

Ⅴ　
α
値
［（07Pb/ （06Pb

］　0.8701
～0.88（0

Ⅵ　
α
値
［（07Pb/ （06Pb

］　0.88（1
～0.9000

Ⅶ　
α
値
［（07Pb/ （06Pb

］　0.9001

以
上

ま
た
、
①
、
②
、
③
、
④
、
⑤
の
分
類
に
つ
い
て
も[ （08Pb/ （06Pb

－　

×（07Pb/ （06Pb

］（
以
降
β
値
）
を
計
算
し
て
次
の
よ
う
に
定

義
す
る
。

①　

β
値
［（08Pb/ （06Pb

－　

×（07Pb/ （06Pb

］0.7400
以

下

②　

β
値
［（08Pb/ （06Pb

－　

×（07Pb/ （06Pb

］0.7401

～

0.7（00

③　

β
値
［（08Pb/（06Pb

－　

×（07Pb/ （06Pb

］0.7（01

～

0.7600

④　

β
値
［（08Pb/ （06Pb

－　

×（07Pb/ （06Pb

］0.7601

～

0.7700

⑤　

β
値
［（08Pb/ （06Pb

－　

×（07Pb/ （06Pb

］　0.7701

以

上

例
え
ば
、（07Pb/ （06Pb

が0.8648

、 （08Pb/ （06Pb

が（.1（68

の

時
、
α
値
は0.8648

、
β
値
は0.74（1

と
な
り
、
Ⅳ
②
鉛
と
分
類

す
る
。

こ
こ
で
β
値
の
定
義
を[ （08Pb/ （06Pb

－　

×（07Pb/ （06Pb]

と

し
た
の
は
、
図
1
に
お
い
て
、（08Pb/ （06Pb

と（07Pb/ （06Pb

の

全
体
的
な
回
帰
式
を
作
る
と
、

（08Pb/ （06Pb 

= 　

×（07Pb/ （06Pb 

＋ 0.7（

と
な
り
、
1.6
が
そ
の
勾
配
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
図
2
あ
る
い
は
図
3
に
お
い
て
、
右
肩
上
が
り
の
細

長
い
マ
ク
ロ
な
分
布
を
基
準
と
し
て
、
左
上
側
と
右
下
側
の
鉛
同
位

体
比
を
五
段
階
に
グ
ル
ー
プ
化
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
図
上
の
細
長
い
マ
ク
ロ
な
分
布
は
、

本
質
的
な
こ
と
で
は
な
く
、
X
軸
、
Y
軸
共
に
、
分
母
に（06Pb

を

含
む
た
め
に
生
じ
た
現
象
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
長

軸
方
向
（
左
下
か
ら
右
上
の
方
向
）
で
は
、
見
か
け
上
は
大
き
な
差

が
あ
る
の
に
対
し
て
、
短
軸
方
向
（
左
上
か
ら
右
下
の
方
向
）
で

は
、
見
か
け
上
の
差
が
小
さ
い
。
し
た
が
っ
て
、
鉛
同
位
体
の
分
類

を
行
う
の
に
、
短
軸
方
向
の
差
異
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
数
値
区
分
（　

×（=（（

区
分
）
を
設
け
た

1.6

1.61.61.6

1.6

1.6

1.6

1.6

7
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の
は
、
分
類
を
あ
ま
り
粗
く
す
る
と
詳
か
い
議
論
が
出
来
な
い
し
、

再
分
化
し
過
ぎ
て
も
煩
雑
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
β
値
に
つ
い
て

は
、
等
間
隔
に
区
分
し
た
が
、
α
値
に
つ
い
て
は
、
実
際
デ
ー
タ
の

分
布
が
集
中
す
る
部
分
を
細
か
く
区
分
す
る
よ
う
に
し
た
。

分
析
資
料
の
少
な
い
部
分
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
分
類
を
細
分
化
す

る
と
表
示
が
複
雑
に
な
っ
て
し
ま
う
し
、
分
析
資
料
の
密
集
す
る
部

分
に
つ
い
て
、
分
類
を
大
き
く
し
過
ぎ
る
と
、
細
部
の
議
論
に
使
え

な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
鉛
同
位
体
に
は（04Pb

も
あ
り
、
他
の

（06Pb

、（07Pb

、（08Pb

に
合
せ
て
補
助
的
に
使
用
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
が
、
鉛
の
中
の（04Pb
の
存
在
量
は
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
程

度
で
あ
り
、
比
較
的
マ
ク
ロ
な
議
論
に
お
い
て
は
、
そ
の
必
要
が
低

い
の
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
簡
潔
さ
を
求
め
て
省
略
す
る
。

以
下
、
こ
の
分
類
方
式
を　

分
類
と
名
付
け
る
。

３　

中
国
古
代
青
銅
器
の
鉛
同
位
体
比
分
類

中
国
の
古
代
青
銅
器
の
鉛
同
位
体
比
分
析
は
、
日
本
に
劣
ら
ず
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
手
元
に
は
南
方
地
域
の
銅
鼓
な
ど
を
除
外
し

て
も
、
一
〇
〇
〇
件
ほ
ど
の
分
析
値
を
フ
ァ
イ
ル
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を　

分
類
に
よ
っ
て
時
代
別
に
整
理
し
た
も
の
を
出
典
別

に
表
１
に
示
す
。
出
典
は
便
宜
上
一
般
文
献
と
は
区
別
し
、
グ
ル
ー

プ
化
し
て
文
献
欄
に
示
す（

6
（

。
時
代
区
分
は
、
二
里
頭
期
、
商
周
期
、

西
周
期
、
春
秋
期
、
戦
国
期
、
秦
期
、
漢
期
と
し
、
青
銅
器
の
出
土

地
や
青
銅
器
種
類
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
を
「
三
星
」
と
か
「
殷

墟
」「
新
干
」
あ
る
い
は
「
布
貨
」
な
ど
の
略
記
で
示
し
、
そ
の
下

に
出
典
（
参
照
番
号
）
を
示
す
。
略
記
の
内
容
は
お
お
よ
そ
次
の
通

り
で
あ
る
。

湖
北
：
湖
北
省
隨
州
、
華
南
：
江
西
省
・
湖
北
省
・
安
徽
省
、
泉

屋
：
泉
屋
博
古
館
所
蔵
、
殷
墟
：
河
南
省
殷
墟
、
新
干
：
江
西
省
新

干
太
洋
州
、
三
星
：
四
川
省
三
星
堆
、
金
沙
：
四
川
省
金
沙
、
曲

沃
：
山
西
省
曲
沃
、
サ
ク
レ
ア
：
米
サ
ク
レ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
馬

博
：
馬
の
博
物
館
所
蔵
、
布
貨
：
戦
国
各
国
貨
幣
、
雲
南
：
雲
南

省
・
四
川
省
、
江
蘇
：
江
蘇
省
、
神
戸
：
神
戸
博
物
館
所
蔵
、
東

博
：
東
京
国
立
博
物
館
。

な
お
、
時
代
区
分
に
つ
い
て
、
商
周
期
と
西
周
期
な
ど
不
統
一
な

点
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
原
典
に
お
い
て
、
商
期
と
周
期
を
区
分
し
て

い
な
い
場
合
と
、
西
周
と
明
記
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
、
情

報
の
ロ
ス
を
防
ぐ
た
め
に
採
っ
た
方
法
で
あ
る
。
同
様
に
、
出
土
場

所
と
所
蔵
機
関
を
同
列
で
表
現
し
た
の
も
、
発
見
場
所
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
場
合
と
収
蔵
品
の
よ
う
に
出
土
場
所
を
明
記
で
き
な
い
場

合
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
分
類
結
果
を
時
代
ご
と
に
集
計

し
た
結
果
は
、
後
で
表
３
に
ま
と
め
る
。

４　

弥
生
時
代
青
銅
器
の
鉛
同
位
体
比
分
類

弥
生
時
代
の
青
銅
器
の
鉛
同
位
体
比
分
析
結
果
も
一
二
〇
〇
件
以

αβ

αβ
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鉛同位体比から見た弥生期の実年代に関する一試論
表
１
-1
　
中
国
古
代
青
銅
器
の
時
期
別
鉛
同
位
体
比
分
類
結
果
（
文
献
①
②
③
等
は
[6
]に
ま
と
め
て
示
す
）
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表
１
-2
　
中
国
古
代
青
銅
器
の
時
期
別
鉛
同
位
体
比
分
類
結
果
（
続
き
）
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鉛同位体比から見た弥生期の実年代に関する一試論

上
あ
る
。
こ
れ
ら
を
青
銅
器
種
類
、
す
な
わ
ち
銅
剣
（
遼
寧
式
、
中

国
式
、
細
形
、
中
細
形
、
平
形
な
ど
）、
銅
矛
（
細
形
、
中
細
形
、

中
広
形
、
広
形
な
ど
）、
銅
戈
（
細
形
、
中
細
形
な
ど
）、
多
鈕
細
文

鏡
、
銅
鐸
（
菱
環
鈕
式
、
外
縁
付
鈕
式
、
扁
平
鈕
式
、
突
線
鈕
式
な

ど
の
分
類
に
加
え
、
流
水
文
、
袈
裟
文
な
ど
の
分
類
も
併
用
）、
前

漢
鏡
、
小
型
仿
製
鏡
、
銅
釧
、
銅
鋤
、
銅
鏃
な
ど
の
種
類
ご
と
に
、

　

分
類
し
た
結
果
を
表
２
に
示
す
。
出
典
を
個
別
に
示
す
こ
と
は
煩

雑
す
ぎ
る
の
で
、
こ
れ
も
グ
ル
ー
プ
化
し
て
文
献
欄
に
示
す( 7

(

。

青
銅
器
の
型
式
分
類
は
、
弥
生
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
は
細
分

化
を
心
掛
け
た
が
、
弥
生
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
は
、
当
面
の
関

心
事
で
は
な
い
の
で
一
括
し
て
取
扱
っ
た
場
合
も
あ
る
。

ま
た
、
出
典
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
、
重
複
も
目
立
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
極
力
排
除
し
た
が
、
再
分
析
結
果
な
ど

数
値
の
異
な
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
別
の
デ
ー
タ
と
し
て
取
り

扱
っ
て
い
る
。

５　

総
括
表
の
作
成
と
状
況
の
整
理

弥
生
青
銅
器
と
中
国
古
代
青
銅
器
の
鉛
同
位
体
比
分
類
結
果
を
表

３
に
総
括
表
と
し
て
示
す
。

弥
生
時
代
の
区
分
（
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
、
Ⅳ
、
Ⅴ
期
）
と
青
銅
器
の
種

類
の
対
比
関
係
は
、
細
形
銅
剣
・
細
形
銅
矛
・
細
形
銅
戈
、
多
鈕
細

文
鏡
、
菱
環
鈕
式
銅
鐸
を
弥
生
Ⅰ
・
Ⅱ
期
、
中
細
形
銅
剣
・
中
細
形

銅
矛
・
中
細
形
銅
戈
、
外
縁
付
鈕
式
銅
鐸
を
弥
生
Ⅱ
・
Ⅲ
期
と
し

た
。
銅
剣
・
銅
矛
・
銅
戈
や
銅
鐸
で
、
手
元
に
詳
細
な
分
類
が
な
い

場
合
は
、
総
合
計
に
の
み
加
え
た
。

ま
ず
、
表
２
弥
生
時
代
の
青
銅
器
を
総
括
的
に
み
る
と
、

一
二
一
〇
件
中
八
五
〇
件
（
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
Ⅴ
④
鉛
に
集
中

し
て
い
る
。
Ⅴ
④
鉛
の
分
類
に
近
い
Ⅴ
③
鉛
、
Ⅳ
④
鉛
、
Ⅳ
③
鉛
を

加
え
る
と
、
八
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
ご
く
狭
い
領
域
に
分
布
し
て
い
る

こ
と
が
判
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
の
内
、
多
数
を
占
め
る
出
雲
荒
神

谷
の
銅
剣
分
析
値
三
五
八
件
を
除
い
て
も
、
八
五
一
件
中
五
三
八
件

（
六
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
Ⅴ
④
鉛
で
あ
り
、
Ⅴ
③
鉛
、
Ⅳ
④
鉛
、
Ⅳ

③
鉛
を
加
え
る
と
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
弥
生
時
代
に
は
原
料

源
が
限
定
さ
れ
て
い
た
状
況
が
推
察
さ
れ
る
。

し
か
し
、
弥
生
Ⅰ
・
Ⅱ
期
あ
る
い
は
弥
生
Ⅱ
・
Ⅲ
期
を
見
る
と
、

か
な
り
様
相
が
異
な
る
。

特
に
、
弥
生
Ⅰ
・
Ⅱ
期
の
場
合
は
、
Ⅴ
④
は
六
九
件
中
に
四
件

（
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
し
か
な
く
、
際
立
っ
た
差
異
が
あ
り
、
大
部
分

が
Ⅰ
鉛
、
Ⅱ
鉛
、
Ⅲ
鉛
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
Ⅰ
鉛
、
Ⅱ

鉛
を
示
す
二
〇
件
（
二
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
は
、
中
国
に
お
い
て
は
、

春
秋
・
戦
国
期
・
秦
・
漢
代
を
通
じ
て
、
朝
鮮
半
島
に
連
な
る
燕
国

二
件
を
除
け
ば
、
例
が
無
く
（
二
二
四
件
で
〇
件
）、
Ⅲ
③
鉛
、
Ⅲ

④
鉛
の
一
七
件
も
、
春
秋
～
漢
代
で
一
件
し
か
そ
の
例
を
見
な
い
。

す
な
わ
ち
特
異
な
鉛
と
し
て
、
Ⅰ
鉛
、
Ⅱ
鉛
、
Ⅲ
③
鉛
、
Ⅲ
④
鉛

を
指
定
す
る
な
ら
、
弥
生
Ⅰ
・
Ⅱ
期
の
青
銅
器
で
は
六
七
件
中
に

αβ
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表
２
-1
　
弥
生
時
代
の
青
銅
器
種
類
別
鉛
同
位
体
分
類
結
果
（
文
献
は
[7
]に
ま
と
め
て
示
す
）
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鉛同位体比から見た弥生期の実年代に関する一試論
表
２
-2
　
弥
生
時
代
の
青
銅
器
種
類
別
鉛
同
位
体
分
類
結
果
(続
き
)
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表
３
　
弥
生
時
代
と
中
国
古
代
青
銅
器
の
鉛
同
位
体
分
類
総
括
表
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鉛同位体比から見た弥生期の実年代に関する一試論

四
〇
件
（
半
数
以
上
）
も
あ
る
の
に
、
中
国
の
春
秋
（
漢
代
）
で
は

二
二
四
件
中
に
一
件
し
か
見
当
た
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
は
同
時
期
に
中
国
で
使
用
さ
れ
て
い
た
鉛

と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
遼
西
、
遼
東
、
朝

鮮
半
島
あ
る
い
は
日
本
の
独
自
の
鉛
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し

か
し
、
そ
の
可
能
性
は
中
国
東
北
部
や
朝
鮮
半
島
の
鉛
組
成
を
見
る

限
り
、
極
め
て
乏
し
い
。
試
み
に
弥
生
Ⅰ
期
と
Ⅱ
期
の
青
銅
器
鉛
と

中
国
東
北
部
お
よ
び
朝
鮮
半
島
の
鉛
を
比
較
し
て
図
4
に
示
す
。
鉛

鉱
山
の
デ
ー
タ
は
馬
渕
久
夫
ら（

8
（

と
佐
々
木
昭（

9
（

に
よ
る
。
図
か
ら
明
ら

か
な
よ
う
に
、
中
国
東
北
部
や
朝
鮮
半
島
の
鉛
は
、
弥
生
Ⅰ
期
・
Ⅱ

期
の
異
常
な
鉛
と
は
全
く
分
布
を
異
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
特
異
な
鉛
は
、
中
国
の
商
周
代
あ
る
い
は

西
周
代
で
は
む
し
ろ
一
般
的
な
鉛
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
商
周
～

西
周
代
の
分
析
値
は
六
〇
四
件
あ
る
が
、
そ
の
内
半
数
の
三
〇
六
件

が
該
当
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
特
異
な
鉛
は
弥
生
Ⅱ
期
・
Ⅲ
期
に
も
継
続
す
る
が
、

急
速
に
消
滅
し
て
し
ま
う
。

以
下
、
こ
れ
ら
の
事
実
に
つ
い
て
個
々
に
検
討
を
行
っ
て
見
る
。

関
連
す
る
青
銅
器
の
内
容
や
鉛
同
位
体
比
に
つ
い
て
は
一
括
し
て
表

４
に
示
す
。
文
献
は
大
部
分
が
表
２
と
共
通
な
の
で
、
そ
の
番
号
を

兼
用
し
て
示
す
が
、
新
出
分
に
は
新
た
な
番
号
を
つ
け
た（

8
（

。

図 4　弥生Ⅰ期Ⅱ期青銅器と中国東北部・朝鮮半島の鉛比較
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表４　弥生時代前期末から中期初の青銅器の鉛同位体比
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鉛同位体比から見た弥生期の実年代に関する一試論

５
―
１　

今
川
遺
跡
出
土
の
銅
鏃

日
本
で
最
も
古
い
青
銅
器
は
、
福
岡
県
宗
像
郡
津
屋
崎
町
の
今
川

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
有
茎
両
翼
式
銅
鏃
（
遼
寧
式
銅
剣
の
茎
を
再
利

用
）
で
、
弥
生
前
期
初
頭
の
板
付
Ⅰ
期
の
包
含
層
か
ら
出
土
し
て
い

る
。
遼
寧
式
銅
剣
を
再
利
用
し
た
銅
鑿
は
、
韓
国
の
扶
餘
松
菊
里
か

ら
も
出
土
し
て
い
る
の
で
、
板
付
Ⅰ
期
を
松
菊
里
期
に
対
応
さ
せ
る

根
拠
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
今
川
遺
跡
の
銅
鏃
の
鉛
同
位
体
比
は
、
Ⅳ
②
鉛
に
属
す
る

が
、
中
国
で
は
、
西
周
期
・
春
秋
期
・
戦
国
期
を
通
し
て
、
最
も
一

般
的
な
組
成
で
あ
り
、
中
国
と
同
一
の
原
料
を
使
用
し
て
い
た
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
の
Ⅳ
②
鉛
は
中
国
で
の
使
用

期
間
が
長
期
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
、
鉛
の
分
類
か
ら
製
作
時
期
を

特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

５
―
２　

遼
寧
式
銅
剣
・
銅
矛

遼
寧
式
銅
剣
・
銅
矛
の
三
件
の
内
、
二
件
は
朝
鮮
半
島
南
部
の
積

良
洞
出
土
で
あ
り
、
一
件
の
み
が
福
岡
県
小
倉
区
上
徳
力
遺
跡
か
ら

の
出
土
で
あ
る
。

積
良
洞
の
遼
寧
式
銅
剣
は
、
岡
内
三
眞
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
Ⅰ
式
に

分
類
さ
れ
、
岡
内
の
新
し
い
年
代
編
年
で
は
、
春
秋
中
期
（
Ｂ
Ｃ

六
七
〇
年
頃
）
の
青
銅
器
と
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
今
川
遺
跡
の
例
で
判
る

よ
う
に
、
こ
の
遼
寧
式
銅
剣
の
時
期
判
定
が
、
弥
生
時
代
の
実
年
代

判
定
の
重
要
な
鍵
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
時
期
を
最
も
古
く
見
る
の

が
岡
内
で
あ
る
。

一
方
、
上
徳
力
遺
跡
出
土
の
も
の
は
、
遼
寧
式
Ⅴ
式
銅
剣
の
再
加

工
品
で
、
遼
寧
式
銅
剣
Ⅰ
式
を
遡
る
も
の
で
は
な
く（

（（
（

、
Ⅰ
式
か
ら
Ⅱ

式
へ
の
移
行
時
期
を
ど
う
評
価
す
る
か
に
よ
っ
て
、
弥
生
年
代
の
設

定
に
関
係
し
て
く
る
。

こ
こ
で
特
徴
的
な
点
は
、
こ
れ
ら
遼
寧
式
銅
剣
三
点
が
い
ず
れ

も
、
今
川
遺
跡
の
遼
寧
式
銅
剣
を
再
利
用
し
た
銅
鏃
と
同
じ
く
、
Ⅳ

②
鉛
に
分
類
さ
れ
、
中
国
の
西
周
・
春
秋
・
戦
国
期
に
最
も
一
般
的

だ
っ
た
組
成
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
遼
寧

式
銅
剣
が
中
国
と
同
一
の
青
銅
器
原
料
を
用
い
て
い
た
こ
と
を
明
瞭

に
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

一
方
、
日
本
で
は
弥
生
時
代
を
通
じ
て
、
Ⅳ
②
鉛
に
分
類
さ
れ
る

青
銅
器
は
、
上
記
の
例
を
除
く
と
、
い
わ
ば
偶
発
的
と
思
わ
れ
る
３

点
し
か
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
弥
生
時
代
を
通

し
て
（
厳
密
に
言
え
ば
、
弥
生
前
期
末
以
降
）、
こ
の
中
国
の
Ⅳ
②

鉛
は
、
全
く
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
表
３
に
示
し
た
よ
う

に
、
中
国
か
ら
朝
鮮
半
島
へ
の
ル
ー
ト
に
あ
た
る
河
北
省
の
燕
国

で
、
戦
国
期
に
な
る
と
Ⅳ
②
鉛
が
一
点
も
認
め
ら
れ
な
く
な
る
こ
と

で
あ
る
。
Ⅳ
②
鉛
は
戦
国
期
を
通
し
て
、
中
国
で
は
ま
だ
主
た
る
原
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料
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
河
北
省
に
隣
接
す
る
山
東
省
で
も
使
用
さ
れ

続
け
て
い
る
。
何
ら
か
の
理
由
で
、
燕
国
へ
の
供
給
が
止
ま
っ
た
状

況
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
遼
寧
式
銅
剣
へ
の
青
銅
器
原
料
供
給
に

支
障
を
来
た
し
、
遼
寧
銅
剣
の
終
焉
を
早
め
る
要
因
に
な
っ
た
可
能

性
が
あ
る
。
鉛
組
成
の
面
で
、
遼
寧
式
銅
剣
と
弥
生
期
の
細
形
銅
剣

等
の
間
に
連
続
性
が
全
く
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
そ
の
意
味
で
も

十
分
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

５
―
３　

中
国
式
銅
剣

韓
国
の
全
羅
北
道
上
林
里
で
出
土
し
た
中
国
式
銅
剣
三
点
の
ほ
か

に
、
日
本
出
土
の
も
の
が
二
点
あ
る
。
上
林
里
の
銅
剣
は
、
全
栄
来（

（1
（

が
朝
鮮
半
島
で
の
仿
製
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
も
の
で
、
鉛
同
位
体

比
が
、
細
形
銅
剣
に
類
似
す
る
こ
と
か
ら
も
、
中
国
製
と
す
る
の
に

は
問
題
が
あ
る
。
甘
木
市
中
寒
水
屋
敷
の
銅
剣
も
長
さ
が
一
一
セ
ン

チ
で
、
扁
平
な
形
状
で
あ
り
、
中
国
に
は
見
ら
れ
な
い
形
で
あ
る（

（1
（

。

一
方
、
前
原
市
三
雲
出
土
と
伝
え
ら
れ
る
銅
剣
は
、
柳
田
康
雄（

（1
（

が

中
国
産
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
鉛
同
位
体
比
の
分
類
が
Ⅲ
②
で
あ

り
、
戦
国
期
に
多
く
認
め
ら
れ
る
タ
イ
プ
な
の
で
中
国
産
と
し
て
も

問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
中
国
式
銅
剣

を
も
っ
て
、
時
代
を
議
論
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

５
―
４　

弥
生
Ⅰ
・
Ⅱ
期
と

弥
生
Ⅱ
・
Ⅲ
期
の
青
銅
器

表
３
を
見
る
と
直
ち
に
判
る
が
、
弥
生
Ⅰ
・
Ⅱ
期
や
弥
生
Ⅱ
・
Ⅲ

期
に
は
、
α
分
類
で
Ⅰ
と
Ⅱ
を
示
す
青
銅
器
が
多
数
あ
る
。
し
か

し
、
中
国
で
は
こ
の
タ
イ
プ
を
春
秋
期
・
戦
国
期
・
秦
漢
期
を
通
じ

て
、
全
く
見
出
せ
な
い
。
こ
れ
を
更
に
拡
大
し
て
言
う
と
、　

分
類

で
Ⅲ
③
鉛
と
Ⅲ
④
鉛
を
示
す
グ
ル
ー
プ
も
同
時
期
の
中
国
に
お
い

て
、
そ
の
例
を
ほ
と
ん
ど
見
出
せ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
弥
生
Ⅱ
・
Ⅲ
期
の
場
合
に
も
続
い
て
い

る
。
弥
生
Ⅱ
・
Ⅲ
期
を
含
め
て
考
え
る
と
、
表
３
に
網
掛
け
し
た
分

類
の
八
四
点
が
、
中
国
の
春
秋
期
か
ら
漢
期
に
か
け
て
、
そ
の
例
を

ほ
と
ん
ど
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
弥
生
Ⅰ
・
Ⅱ
期
、
Ⅱ
・

Ⅲ
期
の
総
数
一
五
九
点
の
五
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
し
、
決
し
て
例

外
的
な
割
合
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
鉛
の
多
く
は
、
中
国
に
お
い
て
、
商
周
期

以
前
に
は
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ど
う
し
た
こ
と
で
あ

ろ
う
か
。

そ
の
一
方
で
、
弥
生
時
代
の
主
要
な
鉛
で
あ
る
Ⅴ
④
鉛
は
、
弥
生

Ⅰ
・
Ⅱ
期
に
は
六
九
件
中
の
四
件
に
過
ぎ
な
い
が
、
Ⅱ
・
Ⅲ
期
に
入

る
と
九
〇
件
中
三
〇
件
と
急
増
し
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。

以
上
の
ふ
た
つ
の
事
実
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
弥
生
Ⅰ
・
Ⅱ
期
の

αβ
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青
銅
器
原
料
に
、
商
周
期
の
青
銅
器
の
リ
サ
イ
ク
ル
材
が
使
用
さ
れ

た
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
る
。

一
般
に
、
青
銅
器
原
料
は
貴
重
品
で
あ
り
、
不
要
と
な
る
と
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
は
、
使
用
目
的
に
合
わ
せ
て
、
金
属
組

成
の
調
整
を
行
う
の
で
、
必
ず
新
た
な
原
料
も
添
加
さ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
再
溶
解
材
で
あ
っ
て
も
完
全
に
元
の
組
成
に
一
致
す
る
訳

で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
再
溶
解
材
は
リ
サ
イ
ク
ル
材
の
組
成
と
新

た
に
添
加
す
る
原
料
の
組
成
を
結
ぶ
線
上
に
分
布
す
る
こ
と
に
な

る
。こ

の
よ
う
な
観
点
で
、
弥
生
Ⅰ
・
Ⅱ
期
や
弥
生
Ⅱ
・
Ⅲ
期
の
組
成

を
見
る
と
、
商
周
期
の
典
型
的
な
原
料
で
あ
る
Ⅰ
②
鉛
~
Ⅰ
④
鉛
な

ど
に
、
Ⅴ
④
鉛
の
原
料
を
添
加
し
た
と
考
え
る
と
納
得
で
き
る
。
こ

の
様
子
を
図
5
と
図
6
で
確
認
し
て
見
る
。

図
5
も
図
6
も
、
弥
生
Ⅰ
・
Ⅱ
期
と
弥
生
Ⅱ
・
Ⅲ
期
の
鉛
同
位
体

比
に
つ
い
て
、
Ｘ
軸
に（07Pb/ （06Pb

を
、
Ｙ
軸
に（08Pb/ （06Pb

を
採
っ
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
図
5
で
は
中
国

の
長
江
上
流
地
域
の
四
川
省
三
星
堆
・
金
沙
遺
跡
・
江
西
省
新
干
太

洋
州
遺
跡
の
デ
ー
タ
を
、
図
6
に
は
黄
河
流
域
の
河
南
省
殷
墟
の

デ
ー
タ
を
目
立
た
ぬ
よ
う
に
×
で
示
し
て
い
る
。

図
中
に
は
、
弥
生
時
代
の
主
要
原
料
の
分
布
と
、
三
星
堆
や
殷
墟

な
ど
の
主
要
な
分
布
を
模
式
的
に
長
楕
円
で
示
す
が
、
こ
れ
ら
の
ふ

た
つ
の
原
料
間
に
、
弥
生
Ⅰ
・
Ⅱ
期
、
弥
生
Ⅱ
・
Ⅲ
期
の
鉛
同
位
体

が
直
線
状
に
分
布
し
て
い
る
様
子
が
良
く
判
る
で
あ
ろ
う
。

図 5　弥生ⅠⅡ期・弥生ⅡⅢ期と三星堆等の鉛同位体比の関係
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さ
て
、
弥
生
Ⅰ
・
Ⅱ
期
の
青
銅
器
の
内
で
も
、
最
早
期
に
属
す
る

の
は
、
細
形
銅
剣
の
B　

や
B　

式
で
あ
る
。
三
点
の
試
料
を
確
認

し
て
い
る
が
、
ひ
と
つ
は
韓
国
の
慶
尚
道
出
土
と
伝
え
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
他
は
福
岡
県
糸
島
郡
前
原
町
向
原
の
上
町
遺
跡
と
田
川
市

糠
上
の
原
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
常
松
幹
雄（

（（
（

が
北
部
九
州
の

最
早
期
銅
剣
と
す
る
吉
武
高
木
遺
跡
三
号
木
棺
の
細
形
銅
剣
（
B

　

、
B　

を
含
む
）
等
を
表
４
に
グ
ル
ー
プ
化
し
て
示
す
。
鉛
同
位

体
比
は
Ⅰ
④
鉛
Ⅰ
⑤
鉛
が
三
件
、
Ⅱ
④
鉛
が
五
件
と
な
り
、
比
較
的

に
ま
と
ま
っ
た
分
布
を
示
し
て
い
る
が
、
一
般
的
な
細
形
銅
剣
と
特

に
大
き
く
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
遼
寧
式
銅
剣
に
は
つ
な
が
っ
て

い
な
い
。

た
だ
、
こ
こ
で
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
Ⅰ
④
鉛
と
Ⅰ
⑤
鉛

で
あ
る
。
こ
れ
に
一
致
ま
た
は
極
め
て
近
い
組
成
の
鉛
が
、
戦
国
燕

国
の
匽
字
刀
銭
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
材
の
入
手
が

燕
国
経
由
で
行
わ
れ
た
状
況
を
示
し
て
い
る
。

５
―
５　

出
雲
荒
神
谷
の
中
細
形
銅
剣

リ
サ
イ
ク
ル
原
料
を
配
合
し
た
典
型
的
な
事
例
が
、
出
雲
荒
神
谷

の
三
五
八
本
の
中
細
形
銅
剣
に
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て

は
、
既
に
報
告
し
た
こ
と
が
あ
る
が（

4
（

、
そ
の
鉛
同
位
体
比
の
分
布
を

図
7
に
示
す
。
図
か
ら
、
主
要
原
料
（
Ⅴ
④
鉛
）
に
Ａ
―
（6
（
Ⅲ
③

鉛
）
と
Ｄ
―
（（
（
Ⅶ
②
鉛
）
な
ど
を
リ
サ
イ
ク
ル
材
と
し
て
使
用
し

図 6　弥生ⅠⅡ期・弥生ⅡⅢ期と殷墟遺跡の鉛同位体比の関係

Ⅰb

Ⅰa

Ⅰa

Ⅰb
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た
様
子
が
良
く
判
る
。

と
こ
ろ
で
、
Ａ
―
（6
の
組
成
は
、
荒
神
谷
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
外

縁
付
鈕
Ⅰ
式
の
銅
鐸
と
ほ
ぼ
同
じ
組
成
で
あ
り
、
同
種
の
銅
鐸
の
再

溶
解
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
Ｄ
―
（（
等
の
組
成
は
、
こ
こ
荒

神
谷
遺
跡
以
外
に
は
日
本
で
は
全
く
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
戦
国
期
の
河
北
省
・
山
東
省
で
は
最
も
一
般
的
な
組
成
で
あ

り
、
燕
国
の
匽
字
刀
銭
に
も
そ
の
組
成
を
見
る
。
し
か
も
山
東
省
の

香
奇
鉱
山
や
遼
寧
省
の
錦
西
鉱
山
で
は
類
似
す
る
鉛
同
位
体
比
の
鉛

を
産
出
し
て
い
る（

8
（

。
し
た
が
っ
て
、
燕
国
付
近
で
使
用
さ
れ
た
青
銅

器
の
リ
サ
イ
ク
ル
材
が
荒
神
谷
遺
跡
に
入
っ
て
き
た
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
リ
サ
イ
ク
ル
材
な
の
で
、
流
入
期
は

戦
国
期
と
は
限
ら
な
い
。

５
―
６　

前
漢
鏡

荒
神
谷
銅
剣
と
同
じ
よ
う
な
事
例
が
、
三
雲
遺
跡
南
小
路
甕
棺
か

ら
出
土
し
た
前
漢
鏡
（
連
弧
文
清
白
鏡
、
重
圏
彩
画
鏡
）
等
に
も
認

め
ら
れ
る（

（1
（

。
前
漢
鏡
は
、
当
初
か
ら
鉛
同
位
体
比
の
分
類
に
お
い

て
、「
華
北
産
鉛
」
の
代
表
と
し
て
例
示
さ
れ
て
来
た
が
、
こ
の
三

雲
遺
跡
の
よ
う
な
例
外
も
あ
る
。
図
8
に
そ
の
関
係
を
示
す
が
、
前

漢
鏡
で
も
弥
生
Ⅰ
・
Ⅱ
期
や
Ⅱ
・
Ⅲ
期
の
青
銅
器
に
類
似
す
る
ラ
イ

ン
に
載
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

前
漢
期
の
中
国
に
お
い
て
も
、
一
部
で
は
殷
周
期
の
リ
サ
イ
ク
ル
材

図 7　出雲荒神谷同剣におけるリサイクル材の使用状況
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と
新
原
料
の
共
用
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

の
製
作
場
所
を
ど
こ
に
求
め
る
か
、
大
き
な
関
心
事
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
触
れ
な
い
。

５
―
７　

弥
生
時
代
の
主
原
料
（
Ⅴ
④
鉛
）

前
述
し
た
よ
う
に
、
弥
生
時
代
を
通
じ
て
、
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の

鉛
同
位
体
比
が
Ⅴ
④
鉛
に
属
し
、
そ
の
周
辺
を
合
わ
せ
る
と
、
八
二

パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
が
、
ご
く
狭
い
領
域
に
分
布
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
Ⅴ
④
鉛
が
中
国
の
青
銅
器
に
現
れ
る
の
は
戦
国
時
代
に
入
っ
て

か
ら
で
、
春
秋
期

以
前
に
は
皆
無
で

あ
る
。す
な
わ
ち
、

中
国
で
Ⅴ
④
鉛
が

使
わ
れ
始
め
た
時

期
を
特
定
で
き
れ

ば
、
弥
生
時
代
の

青
銅
器
の
時
期
も

限
定
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、

ま
ず
戦
国
期
の
青

銅
器
に
つ
い
て
、

図 8　三雲遺跡南小路甕棺出土の前漢鏡の鉛同位体比

表５　戦国・秦期の中国・省別の鉛同位体比分布
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出
土
地
域
別
に
鉛
分
類
を
調
査
し
て
み
た
。
表
５
に
結
果
を
示
す
。

こ
の
表
を
見
る
と
、
Ⅴ
④
鉛
が
比
較
的
多
く
使
用
さ
れ
た
の
は
、
中

国
華
南
の
安
徽
省
、
江
蘇
省
、
湖
北
省
か
ら
華
北
の
山
東
省
、
河
南

省
に
か
け
て
で
あ
り
、
周
辺
地
の
河
北
省
、
広
東
省
、
四
川
省
、
雲

南
省
に
は
、
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
種
の
原
料

供
給
地
が
、
お
そ
ら
く
華
南
地
域
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。ま

た
、
こ
の
Ⅴ
②
鉛
が
、
漢
期
に
入
る
と
圧
倒
的
な
比
率
を
占
め

る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
戦
国
期
で
も
後
期
に
な
っ

て
か
ら
使
わ
れ
始
め
た
可
能
性
が
高
い
と
判
断
す
る
。

な
お
、
河
北
省
以
北
で
は
戦
国
期
に
は
全
く
例
が
な
い
の
で
、
日

本
へ
入
っ
て
き
た
の
は
、
戦
国
末
期
か
ら
漢
期
以
降
の
こ
と
だ
と
考

え
る
。６　

鉛
同
位
体
比
に
よ
る
弥
生
期
の
位
置
付
け

鉛
同
位
体
比
解
析
に
よ
っ
て
、
新
た
に
得
ら
れ
た
情
報
は
、
も
と

も
と
乏
し
い
考
古
学
的
な
情
報
の
中
で
は
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
ら
は
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。

⑴
遼
寧
式
銅
剣
に
使
用
さ
れ
た
Ⅳ
②
鉛
は
、
戦
国
期
以
前
の
中

国
青
銅
器
鉛
に
一
致
し
、
当
時
の
中
国
と
同
一
の
原
料
源
を

使
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑵
し
か
し
河
北
省
の
地
（
燕
国
）
で
は
、
戦
国
期
に
入
る
と
Ⅳ

②
鉛
の
使
用
が
全
く
見
ら
れ
な
く
な
る
。
何
ら
か
の
事
情

で
、
供
給
が
止
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑶
朝
鮮
半
島
お
よ
び
日
本
の
細
形
銅
剣
の
組
成
は
、
初
期
の
B

Ⅰ
式
を
含
め
て
遼
寧
式
銅
剣
と
は
全
く
異
な
る
。
し
か
も
中

国
に
お
い
て
は
、
春
秋
・
戦
国
期
に
全
く
使
用
さ
れ
た
こ
と

の
な
い
Ⅰ
鉛
、
Ⅱ
鉛
な
ど
が
主
で
あ
り
、
こ
れ
に
漢
期
に
入

り
主
要
原
料
と
な
る
Ⅴ
④
鉛
を
添
加
し
て
溶
解
し
た
形
態
を

示
し
て
い
る
。

⑷
中
国
に
お
い
て
、
Ⅰ
鉛
、
Ⅱ
鉛
を
使
用
し
て
い
た
の
は
商
周

期
以
前
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
山
東
省
以
北
の
鉛
鉱
山
の
鉛

同
位
体
比
か
ら
見
て
、
こ
の
種
の
鉛
は
中
国
北
部
産
や
朝
鮮

半
島
産
と
は
考
え
難
い
。
し
た
が
っ
て
、
細
形
銅
剣
や
多
鈕

細
文
鏡
な
ど
の
主
要
原
料
は
、
商
周
期
の
リ
サ
イ
ク
ル
材
を

利
用
し
た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
。
こ
れ
に
一
致
す
る
鉛

の
青
銅
器
は
朝
鮮
系
青
銅
器
の
他
に
、
戦
国
期
の
燕
国
に
も

数
例
あ
る
。

⑸
後
に
、
細
形
銅
剣
等
に
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
Ⅴ
④
鉛

は
、
戦
国
期
に
あ
っ
て
は
、
河
北
省
の
地
（
燕
国
）
で
は
認

め
ら
れ
な
い
。
燕
国
に
入
っ
た
の
は
、
秦
期
以
降
か
遡
っ
て

も
戦
国
後
期
で
あ
ろ
う
。

⑹
弥
生
期
全
体
を
通
じ
て
、
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
も
使
用
さ
れ
た

Ⅴ
④
鉛
が
、
中
国
で
使
用
さ
れ
始
め
る
の
は
戦
国
期
、
そ
れ

も
お
そ
ら
く
後
期
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
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長
い
期
間
、
中
国
で
は
Ⅴ
④
鉛
を
全
く
使
用
し
て
い
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
、
時
代
の
特
定
に
役
立
つ
情
報
と
言
え
よ
う
。

⑺
リ
サ
イ
ク
ル
材
と
Ⅴ
④
鉛
の
併
用
は
、
弥
生
Ⅰ
・
Ⅱ
期
、
弥

生
Ⅱ
・
Ⅲ
期
や
出
雲
荒
神
谷
銅
剣
の
例
ば
か
り
で
な
く
、
前

漢
鏡
に
も
認
め
ら
れ
る
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
従
来
学
説
と
の
関
連
で
弥

生
期
の
年
代
判
定
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
つ
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
遼
寧
式
銅
剣
で
あ
る
が
、
岡
内
三
眞（

（1
（

は
、
新
し
い
年
代
観

で
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
製
作
開
始
時
期
を
紀
元
前
八
〇
〇
年
か
ら

七
七
〇
年
と
し
、
松
菊
里
出
土
を
春
秋
前
（
前
七
七
〇
年
～
前

六
七
〇
年
）、
積
良
洞
出
土
を
春
秋
中
（
前
六
七
〇
年
～
前
五
七
〇

年
）
に
位
置
付
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
鉛
同
位
体
比
か
ら
見
て
も

成
立
し
得
る
。
岡
内
は
ま
た
朝
鮮
半
島
の
細
形
洞
剣
は
、
遼
寧
式
銅

剣
か
ら
変
化
し
前
五
〇
〇
年
頃
に
成
立
し
た
と
し
て
い
る
。
宮
本
も

新
し
い
説
で
は
遼
寧
式
銅
剣
Ⅰ
式
か
ら
Ⅱ
式
へ
の
移
行
期
に
、
細
形

銅
剣
が
成
立
し
た
と
し
て
前
五
世
紀
説
を
と
る（

（1
（

。

し
か
し
細
形
銅
剣
に
関
し
て
は
、
初
期
の
細
形
銅
剣
で
も
遼
寧
式

銅
剣
と
全
く
異
な
る
鉛
を
使
用
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
遼
寧
式

銅
剣
と
細
形
銅
剣
の
間
に
時
期
的
な
経
過
が
あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ

る
。遼

寧
式
か
ら
細
形
銅
剣
ま
で
に
時
期
的
な
経
過
が
あ
っ
た
と
す
る

な
ら
、
そ
の
原
因
は
青
銅
器
原
料
の
供
給
問
題
に
求
め
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
は
、
河
北
省
（
燕
下
都
遺
跡
）
か
ら
出
土
し
た
匽
字
刀

銭
や
空
首
布
の
鉛
組
成
が
、
中
国
の
他
地
域
と
全
く
異
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
。
戦
国
期
に
入
り
、
戦
略
物
資
と
も
言
う

べ
き
青
銅
器
原
料
の
交
易
が
制
限
さ
れ
た
結
果
と
考
え
る
。

燕
国
で
戦
国
期
に
使
用
さ
れ
た
鉛
を
見
る
と
、
Ⅶ
②
鉛
が
最
も
多

い
が
、
こ
れ
は
西
周
・
春
秋
期
に
類
例
な
く
、
燕
国
内
の
遼
寧
省
錦

西
の
鉱
山
に
の
み
存
在
す
る
鉛
で
、
お
そ
ら
く
原
料
入
手
難
の
打
開

の
た
め
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
種
の
鉛
は
朝

鮮
半
島
の
遼
寧
式
銅
剣
に
も
細
形
銅
剣
に
も
現
れ
て
い
な
い
が
、
前

述
し
た
よ
う
に
荒
神
谷
遺
跡
の
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
（
Ｄ
―
（（
等
）
に

は
現
れ
て
い
る
。

し
か
し
何
よ
り
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
燕
国
で
も
Ⅰ
⑤

鉛
の
実
例
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
中
国
の
方
鉛
鉱
の
鉛
同
位
体
比（

8
（

を

見
る
か
ぎ
り
、
山
東
省
、
山
西
省
、
遼
寧
省
な
ど
の
北
部
中
国
で

は
、
そ
の
全
て
が
α
分
類
で
Ⅴ
鉛
以
上
で
、
Ⅰ
⑤
鉛
と
は
全
く
異

な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
は
燕
国
産
の
鉛
で
は
あ
り
得

な
い
。

む
し
ろ
こ
れ
ら
の
鉛
は
弥
生
Ⅰ
・
Ⅱ
期
の
商
周
期
青
銅
器
に
共
通

す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
リ
サ
イ
ク
ル
材
が
燕
国
経
由
で
朝
鮮
半
島

や
日
本
に
入
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

問
題
は
リ
サ
イ
ク
ル
材
の
入
手
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
燕
国
内
で

発
生
し
た
も
の
と
は
考
え
難
く
、
河
南
省
の
殷
墟
、
江
西
省
の
新
干

太
洋
州
、
四
川
省
の
金
沙
、
三
星
堆
な
ど
の
商
周
期
の
遺
跡
か
ら
出

土
し
て
い
る
青
銅
器
の
組
成
と
一
致
し
て
い
る
の
で
、
商
周
期
の
青
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鉛同位体比から見た弥生期の実年代に関する一試論

銅
器
の
再
使
用
と
考
え
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
春
秋
期
以
降
ま
っ
た
く
例
の
な
か
っ
た
商
周
期
の
鉛

が
、
五
〇
〇
年
以
上
を
経
て
、
な
ぜ
突
然
大
量
に
現
れ
、
短
期
間
で

使
用
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
偶
発
的
な
発
掘
品
な

ど
と
し
て
は
理
解
し
難
い
。
い
く
つ
か
の
可
能
性
に
つ
い
て
議
論
し

て
み
よ
う
。

⑴
燕
国
に
商
周
期
の
青
銅
器
が
保
管
さ
れ
て
い
た
可
能
性
…
…

可
能
性
と
し
て
は
否
定
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ

の
場
合
は
伝
世
品
と
し
て
の
存
在
で
あ
り
、
再
溶
解
の
材
料

と
す
る
に
は
、
不
用
に
な
っ
た
理
由
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か

も
、
朝
鮮
半
島
や
日
本
に
ま
で
供
給
す
る
ほ
ど
大
量
に
保
有

し
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。

⑵
春
秋
・
戦
国
期
の
中
華
地
域
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
材
と
し
て
入

手
し
た
可
能
性
…
…
河
北
省
（
燕
下
都
遺
跡
）
か
ら
出
土
し

た
青
銅
器
の
鉛
は
、
中
華
地
域
と
は
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を

既
に
述
べ
た
。
戦
国
期
に
入
り
、
戦
略
物
資
と
し
て
交
易
が

制
限
さ
れ
て
い
た
結
果
と
推
測
す
る
。
そ
の
場
合
、
リ
サ

イ
ク
ル
品
と
は
言
え
、
入
手
が
困
難
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の

が
合
理
的
で
あ
ろ
う
。
第
一
、
偶
発
的
に
発
生
し
た
リ
サ
イ

ク
ル
品
で
あ
る
な
ら
、
春
秋
・
戦
国
期
の
中
華
地
域
で
も
使

用
例
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
例
が
な
い
の

が
、
単
純
な
リ
サ
イ
ク
ル
説
の
成
立
ち
難
い
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

⑶
河
北
省
、
遼
寧
省
あ
る
い
は
朝
鮮
半
島
の
鉛
鉱
山
説
…
…
こ

れ
も
鉛
同
位
体
の
地
域
的
な
特
徴
か
ら
極
め
て
成
り
立
ち
難

い
こ
と
を
既
に
述
べ
た
。

⑷
し
た
が
っ
て
、
燕
国
が
リ
サ
イ
ク
ル
材
を
入
手
で
き
た
の

は
、
戦
争
な
ど
に
よ
る
伝
世
品
の
略
奪
が
ほ
ぼ
唯
一
の
機
会

で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
貴
重
な
青
銅
器
な
ら
五
〇
〇
年
以
上

伝
世
さ
れ
た
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
そ
の
入
手
時
期
と
し
て
最
も
可
能
性

の
高
い
の
は
、『
史
記
』
が
伝
え
る
燕
の
昭
王
二
八
年
（
前
二
八
四

年
）
の
斉
・
臨
澑
（
葘
）
の
攻
撃
で
あ
る
。
こ
れ
は
燕
が
楚
と
三
晋

と
秦
と
連
衡
し
、
一
時
的
に
都
を
陥
落
さ
せ
た
事
件
で
あ
る
が
、
そ

の
際
に
伝
世
の
宝
物
青
銅
器
を
戦
利
品
等
と
し
て
入
手
し
た
か
で
は

な
か
ろ
う
か
。

『
史
記
』
は
そ
の
「
楽
毅
列
伝
」
に
お
い
て
、
燕
国
の
将
軍
・
楽

毅
が
斉
の
首
都
臨
澑
を
陥
と
し
、
斉
の
宝
物
類
を
根
こ
そ
ぎ
奪
っ
て

昭
王
の
も
と
に
送
り
届
け
た
こ
と
を
「
楽
毅
攻
入
臨
葘
、
盡
取
齊
寶

財
物
祭
器
輸
之
燕
」
と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
同
じ
く
『
史
記
』
の

「
田
敬
仲
完
世
家
」
も
、
莒
に
逃
れ
た
斉
の
湣
王
を
救
援
に
き
た
楚

の
淖
歯
が
、
逆
に
湣
王
を
殺
し
た
際
に
、
燕
の
将
（
楽
毅
）
と
宝
物

を
山
分
け
に
し
た
こ
と
も
伝
え
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
前
々
年

（
前
二
八
六
年
）
に
安
徽
省
・
河
南
省
に
あ
っ
た
宋
を
滅
ぼ
し
併
合

し
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
の
戦
利
品
も
そ
こ
に
は
含
ま
れ
て
い
た
に

違
い
な
い
。
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こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
全
体
的
に
見
て
、
論
理
が
一
応
完
結
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
貴
重
な
伝
世
の
青
銅
器
の
入
手
で
あ
る
な
ら
、

こ
の
昭
王
の
時
以
外
を
想
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
逆
に
言
え

ば
、
商
周
期
の
鉛
同
位
体
比
を
も
つ
青
銅
器
が
、
五
〇
〇
年
以
上
も

た
っ
て
、
燕
や
朝
鮮
半
島
、
日
本
に
現
れ
た
現
象
を
説
明
で
き
る
仮

説
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
上
記
の
想
定
以
外
に
は
筆
者
に
と
っ
て
見
付

け
だ
す
の
が
困
難
な
の
で
あ
る
。
貴
重
な
宝
財
物
祭
器
で
あ
る
な

ら
、
な
ぜ
再
溶
解
し
て
し
ま
っ
た
の
か
と
の
反
論
も
あ
ろ
う
が
、
文

化
的
宗
教
的
な
価
値
観
を
共
有
す
る
場
合
以
外
に
は
、
戦
利
品
を
他

の
目
的
に
転
用
す
る
の
は
む
し
ろ
一
般
的
な
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
細
形
銅
剣
の
製
作
の
本
格
化
は
前
二
八
〇

年
頃
と
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
格
化
す
る
前
二
八
〇
年
を

大
幅
に
は
遡
ら
な
い
時
期
、
お
そ
ら
く
前
三
〇
〇
年
こ
ろ
に
細
形
銅

剣
は
誕
生
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
岡
内
や
宮
本
の

新
説
で
あ
る
前
（
世
紀
よ
り
も
、
む
し
ろ
岡
内
の
旧
説
で
あ
る
前

三
二
〇
年
こ
ろ（

（1
（

あ
る
い
は
宮
本
の
旧
説
で
あ
る
前
三
世
紀
成
立
説（

（1
（

に

近
い
。

細
形
銅
剣
の
日
本
へ
の
流
入
は
時
間
差
を
見
て
前
二
五
〇
年
こ
ろ

に
本
格
化
し
た
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
ま
も
な
く
、
華
南
等

の
Ⅴ
②
鉛
も
入
手
可
能
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
弥
生
Ⅰ
・
Ⅱ
期
か
ら

弥
生
Ⅱ
・
Ⅲ
期
へ
の
鉛
原
料
の
移
行
状
況
と
も
、
よ
く
整
合
す
る
の

で
あ
る
。
ま
た
、
戦
利
品
あ
る
い
は
略
奪
品
で
あ
る
な
ら
、
長
期
に

わ
た
る
使
用
は
考
え
難
い
。
一
度
限
り
の
入
手
で
あ
り
、
ま
も
な
く

枯
渇
し
て
し
ま
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
こ
の
種
の
鉛
は

燕
国
と
朝
鮮
半
島
お
よ
び
日
本
で
一
時
的
に
使
用
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
に
完
全
に
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
弥
生

Ⅰ
・
Ⅱ
期
か
ら
弥
生
Ⅱ
・
Ⅲ
期
へ
の
移
行
に
は
長
期
間
を
要
し
な

か
っ
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
弥
生
Ⅱ
・
Ⅲ
期
に

入
る
と
、
漢
期
に
主
と
し
て
使
用
さ
れ
る
Ⅴ
④
鉛
へ
の
移
行
が
急
速

に
進
む
。

こ
れ
ら
の
推
定
結
果
は
、
岡
内
と
宮
本
が
新
し
く
設
定
し
た
五
世

紀
説
に
は
一
致
し
な
い
。
む
し
ろ
、
岡
内
や
宮
本
の
旧
説
に
近
い
。
た

だ
し
、
岡
内
や
宮
本
の
新
説
は
、
必
ず
し
も
新
事
実
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
炭
素
14
法
の
結
果
に
触
発
さ
れ
、
い
わ
ば
解
釈
の

自
由
度
内
で
、
よ
り
遡
上
を
考
え
た
試
案
で
あ
り
、
旧
案
を
全
面
的
に

否
定
し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
旧
説
も
い
わ
ば

自
由
度
内
に
は
存
在
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
提
出
す
る
鉛
同
位
体

比
に
よ
る
試
論
も
ま
た
考
慮
に
入
れ
て
、
弥
生
時
期
の
実
年
に
つ
い
て

は
、
再
論
し
得
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
考
え
る
。

７　

ま
と
め

以
上
、
中
国
と
弥
生
時
代
の
青
銅
器
の
鉛
同
位
体
比
の
比
較
検
討

を
行
っ
た
結
果
、
弥
生
時
代
の
実
年
代
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
試
案

を
提
出
し
た
い
。
こ
の
結
果
は
、
新
し
く
歴
博
が
提
示
し
た
年
代
観

よ
り
も
旧
来
の
年
代
観
に
該
当
す
る
数
値
で
あ
る
。
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弥
生
前
期
末
・
中
期
初
頭
の
実
年
代 

 

前
二
五
〇
年
頃

弥
生
中
期
前
葉
と
中
期
中
葉
を
わ
け
る
実
年
代　

前
二
〇
〇
年
頃

弥
生
中
期
中
葉
の
実
年
代　

 
 

前
一
五
〇
年
頃

も
ち
ろ
ん
、
本
試
案
は
鉛
同
位
体
比
と
い
う
、
狭
い
分
野
か
ら
覗

い
て
み
た
結
果
な
の
で
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
従
来

の
考
古
学
的
な
時
期
推
定
の
根
拠
も
、
青
銅
器
の
様
式
変
化
な
ど
極

め
て
少
数
の
資
料
か
ら
求
め
た
推
論
部
分
の
多
い
も
の
で
あ
り
、
鉛

同
位
体
比
に
よ
る
根
拠
に
比
較
す
れ
ば
、
炭
素
14
の
時
代
観
に
よ
っ

て
変
動
し
得
る
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。
本
報
で
詳
細
に
述
べ
た
よ

う
に
、
鉛
同
位
体
の
時
期
的
・
地
域
的
な
関
係
や
『
史
記
』
に
示
さ

れ
た
歴
史
的
な
事
件
と
の
整
合
性
か
ら
見
れ
ば
、
む
し
ろ
本
試
案
は

年
代
精
度
の
面
で
も
確
度
の
高
い
も
の
だ
と
考
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
試
案
を
否
定
的
に
位
置
付
け
る
で
あ
ろ
う
歴
博

の
炭
素
14
法
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
炭
素
14
法
の
科
学
的
な
面
か
ら

見
て
暦
年
較
正
の
前
提
条
件
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
詳
し
く
述
べ
た
の
で
参
照
願
い
た
い（

（
（

。

な
お
、
弥
生
前
期
前
葉
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
期
を
特

定
で
き
る
具
体
的
な
情
報
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
遼
寧
式

銅
剣
か
ら
細
形
銅
剣
へ
の
経
過
時
間
を
燕
国
の
原
料
入
手
難
と
し
て

理
解
す
る
立
場
と
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
細
形
銅
剣
の
出
現
時
期
を

前
三
〇
〇
年
頃
と
す
る
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
こ
れ
も
旧
来
の
年
代
観

と
歴
博
の
新
し
い
年
代
観
の
中
間
に
位
置
付
け
る
の
が
妥
当
だ
と
考

え
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

〔
文
献
〕

（
１
）
藤
尾
慎
一
郎
、
今
村
峯
雄
、
西
本
豊
弘
「
弥
生
時
代
の
開
始

年
代
」『
総
研
大
文
化
科
学
研
究
』
創
刊
号
、
二
〇
〇
五
。

（
２
）
大
貫
静
夫
「
最
近
の
弥
生
時
代
年
代
論
に
つ
い
て
」

A
nthropl.Sci.(J-ser.),11（, （00（.1（

。

（
３
）
新
井
宏
「
炭
素
十
四
に
よ
る
弥
生
時
代
遡
上
論
の
問
題
点
―

暦
年
較
正
基
準
の
地
域
差
と
そ
の
原
因
に
つ
い
て
―
」『
東

ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』
1（7
、
二
〇
〇
六
春
。

（
４
）
新
井
宏
「
鉛
同
位
体
比
に
よ
る
青
銅
器
の
鉛
産
地
推
定
を
め

ぐ
っ
て
」『
考
古
学
雑
誌
』
8（
―

２
、二
〇
〇
〇 

。
新
井
宏
「
鉛

同
位
体
比
か
ら
見
た
三
角
縁
神
獣
鏡
の
製
作
地
」『
情
報
考

古
学
』
11
―

１
、二
〇
〇
五
。

（
５
） 

例
え
ば
、
馬
淵
久
夫
、
平
尾
良
光
「
福
岡
県
出
土
青
銅
器
の

鉛
同
位
体
比
」『
考
古
学
雑
誌
』
7（
―

４
、一
九
九
〇
。

（
６
・
１
）
平
尾
良
光
（
代
表
）『
古
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
青
銅
器

の
変
遷
に
関
す
る
考
古
学
的
自
然
科
学
的
研
究
』
平
成
八

～
十
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
・
国
際
学
術
研
究
、

一
九
九
九
、
第
七
章
、
金
正
耀
「
測
定
資
料
と
鉛
同
位
体
比

値
の
ま
と
め
」。

（
６
・
２
）
彭
子
成
、
孫
衛
東
、
黄
允
美
、
張
巽
、
劉
詩
中
「（
江

西
湖
北
安
徽
）
諸
地
古
代
鉱
料
去
向
初
歩
研
究
」『
考
古
』

一
九
九
七
年
第
七
期
。
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（
６
・３
）
平
尾
良
光
他
「
古
代
日
本
の
青
銅
器
の
鉛
同
位
体
比
」『
古

代
東
ア
ジ
ア
の
青
銅
器
鋳
造
に
関
す
る
研
究
』
平
成
五
～
七

年
度
科
研
補
助
総
合
研
究
Ａ
、
一
九
九
六
。

（
６
・
４
）
彭
子
成
「
我
国
古
代
文
物
鉛
同
位
素
比
値
研
究
的
成
果
」

『
文
物
』
一
九
九
六
年
第
三
期
。

（
６
・
５
）
金
正
耀
「
晩
商
中
原
青
銅
器
的
錫
料
問
題
」『
自
然
弁
証

法
通
訊
』
９
―

４
（（0）
、
一
九
八
七
。

（
６
・
６
）
金
正
耀
、W

.T
.Chase

、
平
尾
良
光
、
彭
適
風
、
馬
淵
久

夫
、
三
輪
嘉
六
「
江
西
新
幹
大
洋
洲
商
墓
青
銅
器
的
鉛
同
位

素
比
値
研
究
」『
考
古
』
一
九
九
四
年
第
八
期
。

（
６
・７
）
金
正
耀
、
馬
淵
久
夫
、W

.T
.Chase

、
陳
徳
安
、
三
輪
嘉

六
、
平
尾
良
光
「
広
漢
三
星
堆
遺
物
坑
青
銅
器
的
鉛
同
位
素

比
研
究
」『
文
物
』
一
九
九
五
年
第
二
期
。

（
６
・８
）
金
正
耀
ほ
か
「
婦
丁
尊
与
西
周
早
期
青
銅
礼
器
的
鉛
同
位

素
研
究
」『
文
物
』
二
〇
〇
三
・
一
〇
。

（
６
・
９
） 

彭
子
成
、
孫
衛
東
、
黄
允
美
、
張
巽
、
劉
詩
中
「（
江

西
湖
北
安
徽
）
諸
地
古
代
鉱
料
去
向
初
歩
研
究
」『
考
古
』

一
九
九
七
年
第
七
期
。

（
６
・
10
）
平
尾
良
光
、
鈴
木
浩
子
、
早
川
泰
弘
「
馬
の
博
物
館
所

蔵
車
具
の
鉛
同
位
体
比
」『
馬
の
博
物
館
研
究
紀
要
』
14
、

二
〇
〇
一
・
一
二
。

（
６
・
11
） 

金
正
耀
、
朱
炳
泉
、
常
向
陽
ほ
か
「
成
都
金
沙
遺
址
銅
器

研
究
」『
文
物
』
二
〇
〇
四
・
七
。

（
６
・
1（
）
馬
淵
久
夫
、
平
尾
良
光
「
古
代
東
ア
ジ
ア
銅
貨
の
鉛
同
位

体
比
」『
考
古
学
と
自
然
科
学
』
1（
、
一
九
八
二
。

（
６
・
1（
）
金
正
耀
、W

.T
.Chase

、
馬
淵
久
夫
、
平
尾
良
光
、
陳
徳

安
「
戦
国
古
幣
的
鉛
同
位
素
比
値
研
究
」『
文
物
』
一
九
九
三

年
第
９
期
。

（
６
・
14
） C

atherine Yeung, Yoshim
itsu H

irao, etc, Lead isotope 

ratiosof ancient bronze objects from
 southern C

hina, 

B
U

M
A

-V, 2002.

（
６
・
1（
）
平
尾
良
光
『
早
期
中
国
青
銅
器
の
原
料
産
地
に
関
す
る

研
究
』
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、

一
九
九
九
。

（
７
・
１
） 

馬
渕
久
夫
「
福
岡
市
立
歴
史
資
料
館
が
保
管
す
る
鏡
の

鉛
同
位
体
比
」『
福
岡
市
立
歴
史
資
料
館
研
究
報
告
』
6
、

一
九
八
二
。

（
７
・
２
） 

馬
淵
久
夫
、
平
尾
良
光
「
鉛
同
位
体
比
か
ら
み
た
銅
鐸
の

原
料
」『
考
古
学
雑
誌
』
68
―

１
、一
九
八
二
。

（
７
・３
）
馬
淵
久
夫
、
平
尾
良
光
「
鉛
同
位
体
比
法
に
よ
る
漢
式
鏡

の
研
究
」『M

U
SEU

M

』
（70
、
一
九
八
二
。

（
７
・４
）
馬
淵
久
夫
、
平
尾
良
光
「
鉛
同
位
体
比
法
に
よ
る
漢
式
鏡

の
研
究
（
二
）」『M

U
SEU

M

』
（8（
、
一
九
八
二
。

（
７
・５
）
馬
淵
久
夫
、
平
尾
良
光
、
西
田
守
夫
「
鉛
同
位
体
比
法
に

よ
る
本
邦
出
土
青
銅
器
の
研
究
」『
古
文
化
財
の
自
然
科
学

的
な
研
究
』
一
九
八
四
。
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（
７
・６
） 

馬
淵
久
夫
、
平
尾
良
光
「
三
雲
遺
跡
出
土
青
銅
器
・
ガ
ラ

ス
遺
物
の
鉛
同
位
体
比
」『
福
岡
県
文
化
財
調
査
報
告
69
・
三

雲
遺
跡
』
一
九
八
五
。

（
７
・
７
）
馬
淵
久
夫
「
島
根
県
下
出
土
青
銅
器
の
原
料
産
地
推
定
」

『
月
刊
文
化
財
』
（61
、
一
九
八
五
。

（
７
・
８
）
馬
淵
久
夫
、
平
尾
良
光
「
倉
敷
考
古
館
提
供
の
資
料
に

よ
る
青
銅
器
の
原
料
産
地
推
定
」『
倉
敷
考
古
館
研
究
集
報
』

19
、
一
九
八
六
。

（
７
・９
）
馬
淵
久
夫
「
井
上
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
金
属
器
の
鉛
同
位
体

比
」『
弥
生
・
古
墳
時
代
資
料
図
録
』
一
九
八
八
。

（
７
・
10
） 

馬
淵
久
夫
、
平
尾
良
光
「
完
州
上
林
里
出
土
中
国
式
銅
剣

の
原
料
に
つ
い
て
」『
明
治
大
学
考
古
学
博
物
館
館
報
』
（
、

一
九
八
九
。

（
７
・
11
）
馬
淵
久
夫
、
平
尾
良
光
「
福
岡
県
出
土
青
銅
器
の
鉛
同
位

体
比
」『
考
古
学
雑
誌
』
7（
―

４
、一
九
九
〇
。

（
７
・
1（
） 

平
尾
良
光
、
馬
淵
久
夫
「
東
海
地
方
で
出
土
し
た
弥
生
時

代
お
よ
び
古
墳
時
代
青
銅
器
の
科
学
的
研
究
」『
都
田
地
区

発
掘
調
査
報
告
（
下
）』
浜
松
市
博
物
館
、
一
九
九
〇
。

（
７
・
1（
）
馬
淵
久
夫
、
平
尾
良
光
、
西
田
守
夫
「
平
原
弥
生
古
墳
出

土
青
銅
鏡
お
よ
び
ガ
ラ
ス
の
鉛
同
位
体
」『
平
原
弥
生
古
墳
』

一
九
九
一
。

（
７
・
14
）
馬
淵
久
夫
、
平
尾
良
光
「
島
根
荒
神
谷
遺
跡
出
土
銅

剣
・
銅
鐸
・
銅
矛
の
化
学
的
調
査
」『
保
存
科
学
』
（0
、

一
九
九
一
。

（
７
・
1（
）
平
尾
良
光
、
榎
本
淳
子
「
本
村
籠
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
青
銅
製
品
の
鉛
同
位
体
比
」『
考
古
学
雑
誌
』
77
―

４
、

一
九
九
二
。

（
７
・
16
） 

馬
淵
久
夫
「
青
銅
器
の
鉛
同
位
体
比
の
解
釈
に
つ
い
て
―

北
九
州
お
よ
び
韓
国
南
部
出
土
青
銅
器
を
例
と
し
て
―
」『
古

文
化
談
叢
』
（0
集
（
下
）、
一
九
九
三
。

（
７
・
17
） 

馬
淵
久
夫
、
平
尾
良
光
、
榎
本
淳
子
「
岡
山
県
足
守
川

遺
跡
群
出
土
青
銅
器
の
鉛
同
位
体
比
」『
岡
山
県
埋
蔵
文
化

財
発
掘
調
査
報
告
94
』
一
九
九
五
。

（
７
・
18
）
平
尾
良
光
「
鉛
同
位
体
比
法
に
よ
る
春
日
市
出
土
青
銅
器

の
研
究
」『
春
日
市
史
・
上
』
一
九
九
五
。

（
７
・
19
）
馬
淵
久
夫
、
平
尾
良
光
「
弥
生
・
古
墳
時
代
仿
製
鏡
の
鉛

同
位
体
比
の
研
究
」『
平
成
五
・
六
・
七
年
度
科
学
研
究
補
助

金
一
般
研
究
Ｃ
時
限
報
告
書
』
一
九
九
六
。

（
７・（0
）
平
尾
良
光
他
「
古
代
日
本
の
青
銅
器
の
鉛
同
位
体
比
」『
古

代
東
ア
ジ
ア
の
青
銅
器
鋳
造
に
関
す
る
研
究
』
平
成
五
～
七

年
度
科
研
補
助
総
合
研
究
Ａ
、
一
九
九
六
。

（
７
・
（1
） 

平
尾
良
光
（
代
表
）『
弥
生
時
代
青
銅
器
の
産
地
推
定
』

平
成
八
～
九
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
礎
報
告

Ｃ
⑵
、
一
九
九
八
。

（
７・（（
）
李
仁
淑
「
益
山
龍
埋
里
出
土
の
細
形
銅
剣
片
の
分
析
資
料
」

『
韓
国
上
古
史
学
報
』
（
、
一
九
九
一
。
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『
考
古
学
雑
誌
』
7（
―

４
、一
九
八
九
。

（
1（
）
馬
淵
久
夫
、
平
尾
良
光
「
三
雲
遺
跡
出
土
青
銅
器
・
ガ
ラ
ス

遺
物
の
鉛
同
位
体
比
」『
福
岡
県
文
化
財
調
査
報
告
69
・
三

雲
遺
跡
』
一
九
八
五
。

（
16
）
宮
本
一
夫
「
青
銅
器
と
弥
生
時
代
の
実
年
代
」『
弥
生
時
代
の

実
年
代
』
学
生
社
、
二
〇
〇
四
。

（
17
）
岡
内
三
眞
「
朝
鮮
に
お
け
る
同
県
の
起
源
と
終
焉
」『
小
林
行

雄
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
考
古
学
論
考
』
一
九
八
二
。

（
18
）
宮
本
一
夫
「
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
遼
寧
式
銅
剣
の
展
開
」『
韓

半
島
考
古
学
論
叢
』
す
ず
さ
わ
書
店
、
二
〇
〇
二
。

（
７
・
（（
）
青
木
豊
昭
「
大
石
（
号
銅
鐸
に
つ
い
て
の
新
知
見
」『
福

井
考
古
学
会
会
報
』
6
、
一
九
八
四
。

（
７
・
（4
）
崔
炷
、
金
秀
哲
、
金
貞
培
「
韓
国
の
細
形
銅
剣
お
よ
び
銅

鈴
の
金
属
学
的
考
察
と
鉛
同
位
元
素
比
法
に
よ
る
原
料
産
地

推
定
」『
先
史
と
古
代
』
（
、
一
九
九
三
。

（
７
・
（（
） 

崔
炷
、
都
正
萬
、
金
秀
哲
、
金
善
太
、
金
貞
培
「
韓
国
の

細
形
銅
剣
の
微
細
構
造
お
よ
び
原
料
産
地
推
定
」『
分
析
科

学
』
（
、
一
九
九
二
。

（
７
・
（6
）
井
上
洋
一
、
松
浦
、
平
尾
、
早
川
、
榎
本
、
鈴
木
「
東

京
国
立
博
物
館
所
蔵
弥
生
時
代
性
動
機
の
鉛
同
位
体
比
」

『M
U

SEU
M

』
（77
、
二
〇
〇
二
・
四
。

（
８
）
馬
淵
久
夫
、
平
尾
良
光
「
東
ア
ジ
ア
鉛
鉱
石
の
鉛
同
位
体
比
」

『
考
古
学
雑
誌
』
7（
―

２
、一
九
八
七
。

（
９
）
佐
々
木
昭
「
鉱
床
鉛
同
位
体
比
よ
り
み
た
コ
リ
ア
半
島
と
日

本
列
島
」『
鉱
山
地
質
』
（7
―

４
、一
九
八
七
。

（
10
）
岡
内
三
眞
「
朝
鮮
半
島
青
銅
器
か
ら
の
視
点
」『
季
刊
考
古

学
』
88
、
二
〇
〇
四
。

（
11
）
常
松
幹
雄
「
弥
生
中
期
実
年
代
の
再
構
築
」『
季
刊
考
古
学
』

88
、
二
〇
〇
四
。

（
1（
）
全
栄
来
、
後
藤
直
・
訳
「
完
州
上
林
里
出
土
中
国
式
銅
剣
に

関
し
て
」『
古
文
化
談
叢
９
集
』
一
九
八
二
。

（
1（
）『
甘
木
市
資
料
・
考
古
学
編
』
一
九
八
四
。

（
14
）
柳
田
康
雄
「
鉛
同
位
体
比
法
に
よ
る
青
銅
器
研
究
へ
の
期
待
」

新
井　

宏
（
あ
ら
い
ひ
ろ
し
）
数
理
考
古
学
者

前
韓
国
国
立
慶
尚
大
学
招
聘
教
授
、
元
日
本
金
属
工
業
常
務
。

一
九
三
七
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。

東
京
工
業
大
学
物
理
コ
ー
ス
卒
業
、
工
学
博
士
。

著
書
『
ま
ぼ
ろ
し
の
古
代
尺
』（
吉
川
弘
文
館
）、『
金
属
を
通

し
て
歴
史
を
観
る
』（
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
・
コ
ン
パ
ス
社
）、『
理

系
の
視
点
か
ら
み
た
考
古
学
の
論
争
点
』（
大
和
書
房
）。

共
著
『
古
代
の
鏡
と
東
ア
ジ
ア
』（
学
生
社
）。

論
文
「
鉛
同
位
体
比
に
よ
る
青
銅
器
の
鉛
産
地
を
め
ぐ
っ
て
」

『
考
古
学
雑
誌
』
8（
―
（
、「
古
墳
築
造
築
造
企
画
と
代
制
・
結

負
制
の
基
準
尺
度
」『
考
古
学
雑
誌
』
88
―
（（　

ほ
か
多
数
。


